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３ 月 行 事 予 定 

6 月 

高津老人クラブ連合会理事会 9：30～ 

少年補導委員協議会 19：30～ 

交通安全協会東支部三役会 19：30～ 

9 木 
高津小学校あいさつ見守り活動 7：30～ 

社会福祉協議会高津支部理事会 19：30～ 

11 土 
公民館草引き（雨天時 12日） 8：00～ 

社協スマイルボウリング 9：00～ 

12 日 社協ふれあい生き生きサロン 9：30～ 

13 月 
カンガルークラブ 10：00～ 

民生児童委員協議会 19：30～ 

14 火 れんげ祭り実行委員会（予定） 19：30～ 

15 水 
三世代交流わいわいクラブ 

子ども食堂（山菜おこわ 100食） 
15：00～ 

16 木 
東中学校あいさつ見守り活動 7：30～ 

あいさつ見守り実行委員会 19：30～ 

17 金 

東中学校卒業式  9：20～ 

れんげ畑ネット張り  10：00～ 

自治会監査  19：00～ 

20 月 社協見守り推進員定例会 19：30～ 

23 木 高津小学校卒業式 9：20開場 

25 土 連合自治会長会  19：00～ 

   移動図書館『青い鳥号』巡回予定 

●高津小学校 

 
３日（金）・１７日（金） 

 

 

 

３１日（金） 

10：20～11：00 

●桜ヶ丘ﾏﾝｼｮﾝ 14：00～14：40 

●東中学校 15：10～15：50 
 

 
 

高津校区の人口  Ｒ４年１２月末日現在   世帯数  5,526 
 
 

（男） 5,320人  （女） 5,656人   （計） 10,976人 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
室 

 
 

三
世
代
交
流 

 

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ 

シ
ニ
ア
講
座 

（
脳
生
き
生
き
ア
ー
ト
） 

 
 

女
性
セ
ミ
ナ
ー 

（
苔
だ
ま
づ
く
り
） 

 
 

た
ん
ぽ
ぽ
・
ふ
わ
り 

（
子
育
て
支
援
講
座
） 

 

た
か
つ
花
あ
ふ
れ
る 

 
 

 
 

ま
ち
づ
く
り 

 

令
和
４
年
度
高
津
公
民
館
活
動
ご
協
力
の
お
礼
と 

活
動
ご
支
援
の
お
願
い 

 

令
和
４
年
度
も
残
り
一
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
校
区
の
皆
様
方
に
は
こ
の
一
年
間
、

公
民
館
の
諸
行
事
に
ご
参
画
・
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
の
縮
小
や
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
数
の
住
民
の
皆
様

に
公
民
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
５
年
度
は
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
・
た
か
つ
」
の
理
念
で
あ
る
高
津
ま
ち
づ
く

り
構
想
の
も
と
、
多
く
の
事
業
が
正
常
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

高
津
公
民
館
運
営
審
議
委
員
一
同
・
高
津
公
民
館
職
員
一
同 

た
か
つ
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
一
同 

   

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
主
な
講
座
・
行
事
・
事
業
（
共
催
含
む
）  

 

高津公民館のＨＰのＱＲコードです。 

公民館だより「たかつ」をカラーで 

ご覧いただけます。 

 

 

令和４年度「コミュニティ・スクールと 

       地域学校協働活動の一体的推進」に係る 

                  文部科学大臣表彰受賞 
ご存知ですか？ 
 コミュニティ・スクールってなに？ 

  コミュニティ・スク－ルとは、今ある学校に学校運営協議会という会議体を

設置し、学校と家庭と地域が一体となって子どもたちの教育に取り組むしく

みを持った学校です。 

 地域学校協働活動ってなに？ 

  コミュニティ・スクールが学校の運営を考える「頭脳」だとすれば、そこで決

めた目標を達成するためには「アクション」が必要です。そのアクションを行う

組織が「地域学校協働本部」と呼ばれ、具体的な学校支援などさまざまな

取り組みを「地域学校協働活動」と呼びます。   
 

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動は教育の両輪であり、両方の

取組をうまく進めることが教育活動の充実や活性化につながります。 

高津校区でも、平成３０年度からこの両輪の取組として、東中学校１年生

を対象に、地域の先輩方に職業体験談を話していただいたり、東中学校３年

生対象の面接指導の際、地域の方が面接官を務めたり、高津小学校の低学

年児童対象の読み聞かせや、全児童対象に夏休みの学習支援など様々な

活動を行っています。 

このたび、高津小学校と東中学校のコミュニティ・スクールと高津校区地

域学校協働活動の一体的実施により学校運営の改善や強化だけでなく、学

校を核とした地域づくりにも多大の貢献をしたことに対して、永岡桂子文部

科学大臣表彰を受賞されました。表彰式は２月３日（金）東京都千代田区霞

が関の文部科学省東館で行われ、高津小学校コミュニティ・スクールの地域

コーディネーター 

秋月恭子さんが 

代表して表彰を 

受けられました。 
 

 

 

おめでとう  

ございます 

 

http://www.city.niihama.lg.jp/soshiki/takakou/
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第
５６
回
に
い
は
ま
春
の
市
民
文
化
祭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

美
術
の
部 

作
品
募
集 

み
な
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
。
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
通

勤
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
誰
で
も
出
品
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
公
民
館

な
ど
で
配
布
し
て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

１
．
作
品
受
付  

４
月
３
日(

月) 

９
時
４５
分
～
１６
時 

 

作
品
と
申
込
書
を
持
っ
て
あ
か
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

２
階
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

２
．
募
集
部
門 

 

書
道
・
日
本
画
・
洋
画
・
工
芸
（
陶
芸
・ 

美
術
工
芸
・
彫
塑
立
体
）
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
・ 

版
画
・
絵
手
紙
・
文
芸
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
） 

３
．
展
示
日
時 

４
月
８
日
（
土
）
～
４
月
１６
日
（
日
） 

９
時
３０
分
～
１７
時 

 
 

 
 

 

※
１３
日
（
木
）
は
１９
時
３０
分
ま
で
延
長
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
実
施
】 

 
 

 
 

 

※
１０
日
（
月
）
は
休
館
日 

 
 

 
 

場
所 

あ
か
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
階 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公
民
館
草
取
り
ご
協
力
の
お
願
い    

    
   

   
   

   
  

 
 
   

   
   

   
   

  

【
日 

時
】
３
月

１１
日
（
土
）
８
時
～
９
時
（
雨
天
時

１２
日
）                                     

  

公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体 

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
（

一
団
体
３
名
以
上
）

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
担
当
団
体 

婦
人
連
絡
協
議
会
、
少
年
補
導 

連
合
自
治
会
（
東
雲
ブ
ロ
ッ
ク
） 

◎
担
当
サ
ー
ク
ル 

No.

２５
～
No.

３６ 

ち
ぎ
り
絵
・
ち
く
し
若
菜
会
・
新
居
浜
か
る
た
会 

新
居
浜
拳
法
道
協
会
・
高
津
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル 

ニ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
・
は
な
み
ず
き
・
紫
乃
会
・
ゆ
る
体
操 

楽
々
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
・
和
の
会
・
新
居
浜
福
祉
生
協 

※
手
袋
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。
草
か
き
は
公
民
館
で
用
意
し
ま
す
。 

 
 

 

高
津
の
地
名
と
そ
の
由
来
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
沢
津
村
） 

 
 

 
  

沢
津
村
の
地
名
は
『
西
条
誌
』
に
よ
り
ま
す
と
「
小
野
中
務
元
治

（
な
か
つ
か
さ
・
も
と
は
る
）
」
と
い
う
も
の
、
始
め
て
当
村
に
来

り
、
荒
野
を
開
き
た
る
時
、
海
辺
に
幅
百
間
余
の
沢
あ
り
。
水
清
く

流
れ
、
風
影
よ
か
り
け
れ
ば
、
沢
の
本
の
沖
津
（
お
き
つ
）
と
い
う

心
に
て
、
村
を
沢
津
と
名
づ
け
た
り
と
い
う
事
、
本
の
大
庄
屋
小
野

某
（
な
に
が
し
）
が
家
記
に
見
え
た
り
」 

 

小
野
家
系
譜
に
よ
り
ま
す
と
、
初
代
小
野
中
務
元
治
が
京
都
か
ら

伊
予
に
下
っ
た
の
は
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
―
改
元
し
て
元
亀

元
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
か
ら
九
年
前
の
永
禄
三
年
に
は
、

織
田
信
長
が
今
川
義
元
を
桶
狭
間
で
敗
っ
て
お
り
、
ま
た
永
禄
十
二

年
か
ら
四
年
後
の
天
正
元
年
に
は
室
町
幕
府
が
亡
び
、
浅
井
朝
倉
も

滅
ん
で
、
信
長
・
秀
吉
（
織
豊
）
の
時
代
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
地

方
も
外
か
ら
は
土
佐
の
長
曾
我
部
、
芸
州
の
毛
利
氏
か
ら
の
圧
力
を

う
け
、
内
で
は
常
に
臨
戦
態
勢
で
近
隣
の
動
性
に
神
経
を
と
が
ら
せ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

生
子
山
城
の
松
木
、
金
子
城
の
金
子
、
岡
崎
城
の
藤
田
、
御
代
島

の
加
藤
、
富
留
土
居
の
高
橋
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
勢
力
の
伸
長
に
必
死

の
時
代
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
へ
、
他
国
か
ら
は
い
っ
て
来
た
小
野
元
治
の
、
荒
地

の
開
拓
は
ず
い
ぶ
ん
難
事
業
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
さ
い
わ
い
に
も
小
野
元
治
が
こ
の
地
に
来
て
か
ら
十
六

年
後
の
天
正
陣
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の
城
兵
の
多
く
は
戦
死
し
、
城

は
も
ち
ろ
ん
神
社
佛
宇
も
す
べ
て
兵
火
に
焼
き
つ
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
沢
津
で
は
小
野
氏
の
氏
寺
満
正
寺
が
兵
火
に
か
か
っ
た
の
み

で
、
一
族
で
戦
歿
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

 

寛
永
年
間
、
小
野
氏
三
代
目
の
左
馬
之
元
直
が
庄
屋
職
と
な
り
、

そ
の
子
孫
代
々
、
庄
屋
役
を
勤
め
て
い
ま
す
。
（
原
文
の
ま
ま
） 

 
 
 
 
 
 

 
 

高
津
公
民
館 

第
三
代
館
長 

矢
野 

益
治 

 

東
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル 

 

進
路
学
習
会
「
地
域
の
先
輩
に
学
ぶ
会
」
を
開
催
し
ま
し
た 

 
 

 

今
年
度
も
、
一
年
生
を
対
象
に
進
路
学
習
会
「
地
域
の
先
輩
に
学

ぶ
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
「
ど
の
よ
う
な
職
業
の
方
か
ら
お

話
を
聞
い
て
み
た
い
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
学
生
に
行
い
、

今
年
度
は
、
保
育
士
・
美
容
師
・
飲
食
店
経
営
者
の
三
名
の
方
を
三

週
に
わ
た
っ
て
お
一
人
ず
つ
お
招
き
し
て
体
育
館
で
進
路
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
学
習
会
に
先
立
っ
て
、
中
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
て

分
か
っ
た
こ
と
、
質
問
し
た
い
こ
と
を
事
前
に
ま
と
め
、
当
日
を
迎

え
ま
し
た
。 

 

保
育
士
で
は
、
南
沢
津
保
育
園
の
園
長
、
伊
藤
智
子
様
を
お
招
き

し
て
行
い
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
保
育
士
の
仕
事
の
丁
寧
な
説
明
と
、

ご
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
保
育
士
と
い
う
職
業
の
す
ば
ら
し
さ
を

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
に
「
自
分
を
支
え
て
く

れ
る
人
に
感
謝
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

美
容
師
で
は
、
美
容
室
Ｉ
Ｍ
Ｋ
の
店
長
、
伊
藤
恵
二
様
を
お
招
き

し
て
行
い
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
お
客
様
か
ら
直
接
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
美
容
師
と
い
う
仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
や
、

自
分
か
ら
楽
し
い
と
思
え
る
仕
事
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
お
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
髪
型
の
セ
ッ
ト
の
実
演
を
し

て
く
だ
さ
り
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
飲
食
店
経
営
者
で
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
新
居
浜
川
東
店
の
店
長
、

曽
我
部
一
平
様
を
お
招
き
し
て
行
い
ま
し
た
。
曽
我
部
さ
ん
は
、
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
や
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
、
人
に
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
も
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
中
学
生
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
働
く
こ
と
の
意
義
や
大
切
さ
、
職
業
人
と
し
て
の

心
構
え
を
学
び
取
り
、
今
後
の
生
き
方
や
進
路
選
択
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
お
話

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ご
卒
園
・
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 
 

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
大
切
に
、 

新
た
な
一
歩
を
進
ん
で
く
だ
さ
い 

★
南
沢
津
保
育
園 

男
の
子
２０
名 

女
の
子

  

９
名 

 

合
計
２９
名 

★
高
津
保
育
園 

 

男
の
子
１３
名 

女
の
子

  

７
名 

 

合
計
２０
名

 

★
高
津
小
学
校 

 

男 

子
４７
名 

女 

子
５８
名 

 

合
計
１０５
名

 

★
東
中
学
校 

 
 

男 

子
７１
名 

女 

子
６７
名 

 

合
計
１３８
名 

 

今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
、
学
校
や
仕

事
の
都
合
に
よ
り
、
美
術
館
の
開
館
時
間

内
に
来
ら
れ
な
い
方
々
が
、
お
気
軽
に
ご

来
館
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、
４
月
１３
日

（
木
）
は
、
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
１９
時

３０
分
ま
で
開
館
延
長
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
あ
か
が
ね
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
へ
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

伊
藤 

恵
二 

様 

曽
我
部 

一
平 
様 

伊藤 智子 様 

http://www.city.niihama.lg.jp/soshiki/takakou/

